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研究成果の概要（和文）：近年、遺伝的多様性や形質の進化が生物の人口学的動態に与える影響が注目されているが、
そのメカニズムの理解は充分とは言いがたい。遺伝的多様性や表現型多様性は集団の生産性や安定性、持続性を高めた
り、集団の更なる適応進化の可能性を増加させたりすることが示唆されてきた。本研究では、多様性の進化が生態的動
態に与える影響を植物や動物を含む複数の系において実証的に調べたところ、遺伝的多様性も表現型の多様性も集団の
パフォーマンスを高めることやその背景にあるメカニズムを明らかにすることができた。これらの成果は、生物の形質
の変化や個体数の変化を包括的に理解することに貢献するものである。

研究成果の概要（英文）：Although the effect of evolutionary changes in traits and genetic diversity on eco
logical (demographic) dynamics has received much theoretical attention, the mechanisms responsible for suc
h ecological consequences are usually unknown. Phenotypic and genetic diversity have been suggested to inc
rease population productivity and sustainability, and to enhance the ability of adaptive evolution. Here I
 investigated the ecological consequence of evolution of diversity in some polymorphic systems, including 
both animals and plants. I partially confirmed that mechanism and consequence of the evolution of increase
d genetic or phenotypic diversity, which may contribute to understand the interaction between evolutionary
 and ecological dynamics. 

研究分野：

科研費の分科・細目：

生物学

キーワード： 遺伝的多様性

基礎生物学／生態・環境
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１．研究開始当初の背景
 
近年、遺伝的多様性や形質の進化が生物の人

口学的動態に与える影響が注目されている。

例えば性選択による装飾の過度の進化は種

の絶滅リスクを高めることが知られている

し、集団内に裏切り行動をすることが進化す

ることはその集団の衰退を促すことが知ら

れている。

れる生物の進化的変化がそれよりも上の階

層、例えば、個体群や群集、生態系などに与

える影響を明らかにすることは、高次の生態

的動態を正確に理解することに繋がると考

えられる。

化的変化が集団の動態に影響する際のメカ

ニズムの理解は充分とは言いがたい。

 遺伝的多様性や表現型多様性は集団の生

産性や安定性、持続性を高めたり、集団の更

なる適応進化の可能性を増加させたりする

ことが示唆されてきた。

ついても検証が行なわれていない。

 
 
２．研究の目的
 
多様性の進化が生態的動態に与

植物や動物を含む複数の系において実証的

に明らかにする

彩多型を示すアオモンイトトンボとニワゼ

キショウ（植物）を用いて、色彩の多様度が

個体群レベルでの現象に与える影響を評価

することとした。なお、ニワゼキショウに関

しては、基礎的な情報として、多様性の維持

機構に関しての調査も行なっ
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程度が人口学的動態に与える影響を明

らかにするため、国内の約３０集団にお

いて、成虫のサンプリングを行なった。

この際、表現型の多様性として色彩型の

数や頻度を調べた。同時に集団密度の推

定も行なった。集団遺伝学的解析を行な

い、有効集団サイズの推定を行なった。

上記のアプローチに加え、表現型多様性

が集団動態に与える影響に関して数理

モデルを用いた解析を行なっている。

 アオモンイトトンボの遺伝的多様性と

集団動態の関係を明らかにするため、分

布域内で網羅的に調査を行い、

殖率やパフォーマンスの指標となる形

態（体サイズや翼面荷重）を測定した。
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